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(
こ
　
は
じ
め
に

明
代
の
思
想
家
王
陽
明
は
、
良
知
に
よ
る
天
地
万
物
一
体
観
を
次
の

よ
う
に
説
い
て
い
た
。
「
人
的
良
知
、
就
是
草
木
瓦
石
的
良
知
。
若
草
木

瓦
石
無
人
的
良
知
、
不
可
以
烏
草
木
瓦
石
英
。
呈
惟
草
木
瓦
石
島
然
。

天
地
無
人
的
良
知
、
亦
不
可
烏
天
地
臭
。
蓋
天
地
萬
物
、
興
人
原
是
一

倍
、
其
費
窺
之
長
持
虞
、
是
人
心
一
鮎
室
明
。
風
雨
露
雷
、
日
月
星
辰

禽
獣
草
木
、
山
川
土
石
興
人
原
只
一
餞
、
故
五
穀
禽
獣
之
類
、
皆
可
以

養
人
、
薬
石
之
類
、
皆
可
以
療
疾
、
只
烏
同
此
一
気
、
故
能
相
通
耳
」

昌
博
習
録
し
巻
下
)
。
人
の
良
知
は
草
木
瓦
石
の
良
知
で
あ
り
、
こ
の

人
の
良
知
が
な
け
れ
ば
草
木
瓦
石
は
草
木
瓦
石
と
し
て
、
天
地
も
ま
た

橋
　
本
　
敬
　
司

天
地
と
し
て
存
在
し
な
い
。
天
地
万
物
と
人
は
一
体
で
あ
り
、
そ
れ
を

人
の
心
の
霊
明
が
感
覚
す
る
の
で
あ
る
。
風
雨
露
雷
、
日
月
星
辰
、
禽

獣
草
木
、
山
川
土
石
す
べ
て
人
と
本
来
一
体
で
あ
る
。
だ
か
ら
五
穀
禽

獣
は
人
の
生
命
を
養
う
こ
と
が
で
き
、
薬
石
は
病
気
を
癒
す
こ
と
が
で

き
る
。
た
だ
一
気
を
同
じ
く
し
て
い
る
か
ら
通
じ
あ
っ
て
い
る
。
こ
の

よ
う
に
、
一
気
が
流
通
し
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
生
命
・
病
気
と
い
っ

た
身
体
的
な
も
の
を
養
い
癒
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の

気
は
身
体
的
な
も
の
に
外
な
ら
な
い
。
陽
明
の
良
知
で
あ
る
心
に
よ
る

天
地
万
物
一
体
観
は
、
実
に
、
身
体
的
な
も
の
で
あ
る
気
に
よ
る
天
地

万
物
一
体
観
に
絶
対
的
に
依
拠
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
北
宋
の
程
明
道
は
、
「
仁
者
、
以
天
地
萬
物
烏
一
倍
、
莫
非
己

-83-



孟
子
の
心
と
気
-
-
-
儒
家
に
お
け
る
身
体
論
序
説
I
　
(
橋
本
)

也
」
　
(
「
程
氏
遺
書
」
巻
二
上
)
　
と
し
て
、
仁
に
よ
る
天
地
万
物
一
体
を

説
く
の
だ
が
、
そ
の
仁
に
つ
い
て
は
「
冒
善
言
手
足
療
痺
烏
不
仁
。
此

言
最
善
名
状
」
・
「
如
手
足
不
仁
、
気
巳
不
買
、
皆
不
屈
己
」
　
(
同
上
)
と

言
う
。
医
書
に
手
足
が
療
え
麻
痔
す
る
こ
と
を
不
仁
と
い
う
。
こ
の
言

葉
は
最
も
よ
く
仁
を
言
い
表
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
手
足
が
仁
で
な
い

の
は
、
気
が
手
足
を
貫
い
て
い
な
い
の
で
あ
り
、
そ
の
手
足
は
自
分
に

属
さ
な
い
と
あ
る
。
明
道
は
、
仁
を
説
く
た
め
に
自
己
の
体
を
貫
く
気

と
関
連
さ
せ
て
説
い
た
。
こ
の
こ
と
は
、
明
道
に
仁
と
い
う
心
的
な
も

の
と
気
と
い
う
身
体
的
な
も
の
に
た
い
す
る
思
索
が
あ
っ
た
こ
と
を
明

確
に
表
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
陽
明
に
お
い
て
は
良
知
と
気
を
通
し
て
、
明
道
に
お

い
て
は
仁
と
気
を
通
し
て
心
と
体
に
関
す
る
思
索
が
あ
っ
た
こ
と
が
解

る
。
万
物
一
体
を
説
く
、
陽
明
と
明
道
、
そ
れ
ぞ
れ
思
考
の
枠
組
は
異

な
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
こ
に
は
共
に
心
と
体
に
関
す
る
深
い
思
索
、

つ
ま
り
自
己
の
存
在
を
心
と
体
を
合
わ
せ
て
全
体
的
に
捉
え
よ
う
と
す

る
身
体
論
的
思
考
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
人
が
自
己
の
存
在
を
問
題
に

す
る
と
き
、
心
と
体
は
最
も
身
近
で
身
体
的
な
思
考
の
対
象
と
な
る
。

従
っ
て
、
陽
明
・
明
道
が
心
と
体
を
ど
の
よ
う
な
関
係
で
捉
え
、
人
の

存
在
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
の
か
を
読
み
解
い
て
ゆ
く
こ
と
は
、

彼
ら
の
思
索
を
迫
体
験
し
体
認
・
体
察
す
る
こ
と
な
の
で
あ
る
。
し
か

し
、
そ
の
前
に
、
彼
ら
が
自
己
の
思
索
体
験
を
通
し
て
思
考
を
深
め
て

ゆ
く
中
で
、
大
き
な
影
響
を
受
け
て
い
た
中
国
古
代
に
お
け
る
儒
家
の

心
と
体
つ
ま
り
心
と
気
に
関
す
る
思
考
を
理
解
し
て
お
く
必
要
が
あ
る

だ
ろ
う
。

心
と
気
に
関
す
る
儒
家
の
記
述
は
、
戦
国
時
代
に
諸
国
を
遊
説
し
て

歩
い
た
孟
子
に
お
い
て
最
も
早
く
見
ら
れ
る
。
儒
教
の
根
本
理
念
と
し

て
、
後
世
に
影
響
を
与
え
続
け
た
性
善
説
を
説
い
た
孟
子
が
、
ど
の
よ

う
な
枠
組
で
心
と
体
を
理
解
し
て
い
た
の
か
、
小
論
は
、
そ
の
心
と
気

の
語
を
手
掛
か
り
に
し
て
、
孟
子
が
人
及
び
世
界
を
ど
の
よ
う
に
捉
え

て
い
た
の
か
、
そ
の
身
体
論
的
思
考
に
つ
い
て
考
察
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
あ
る
。
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(
二
)
　
性
に
つ
い
て

ま
ず
、
性
を
巡
る
孟
子
と
告
子
の
論
争
か
ら
、
両
者
の
性
概
念
の
違

い
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
告
子
は
、
「
人
性
之
無
分
於
善
不
善
也
」
　
(
告

子
上
)
　
と
、
人
の
性
は
善
・
不
善
に
分
け
ら
れ
な
い
と
説
く
。
告
子
の

捉
え
た
性
は
何
を
意
味
し
て
い
た
の
か
。
告
子
は
言
っ
て
い
る
。
「
性
、

猶
杷
柳
也
。
義
、
猶
梧
跨
也
。
以
人
性
烏
仁
義
、
猶
以
杷
柳
烏
括
砲
」
・

「
性
猶
満
水
也
。
決
諸
東
方
則
東
流
、
決
諸
西
方
則
酉
流
、
人
性
之
無

分
於
善
不
善
也
、
猶
水
之
無
分
於
東
西
也
」
・
「
生
之
謂
性
」
・
「
食
色
、

性
也
」
(
同
上
)
。
性
と
は
、
加
工
さ
れ
る
以
前
の
天
然
の
ま
ま
の
杷
柳
、

ま
た
東
西
に
方
向
付
け
ら
れ
る
以
前
の
自
然
の
満
水
の
よ
う
な
も
の
で

あ
n
ソ
、
生
来
そ
れ
自
体
で
あ
る
、
と
説
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
告
子

に
お
い
て
性
は
、
ま
さ
に
「
生
れ
つ
き
」
と
い
う
意
に
の
み
限
定
さ
れ
、

食
欲
と
性
欲
と
い
っ
た
本
能
的
身
体
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う

な
性
は
、
現
実
社
会
を
「
生
き
る
」
中
で
の
価
値
判
断
で
あ
る
善
・
不

孟
子
の
心
と
気
　
-
　
儒
家
に
お
け
る
身
体
論
序
説
　
-
　
　
(
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善
か
ら
超
越
し
善
・
不
善
に
分
け
る
こ
と
、
即
ち
分
節
化
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
。

こ
の
「
生
ま
れ
つ
き
」
に
限
定
さ
れ
た
性
に
は
、
現
実
を
「
生
き
る
」

と
い
う
意
味
は
全
く
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
、
「
仁
、
内
也
、

非
外
也
。
義
、
外
也
、
非
内
也
」
　
(
同
上
)
　
と
し
て
、
「
仁
内
義
外
」
を

説
き
、
「
生
き
る
」
と
い
ゝ
ブ
現
実
生
活
の
場
面
で
要
請
さ
れ
る
義
は
、
「
生

れ
つ
き
」
の
性
と
し
て
自
己
に
内
在
す
る
も
の
で
は
な
く
、
他
者
の
存

在
を
供
っ
て
は
じ
め
て
現
れ
る
後
天
的
外
在
的
な
も
の
で
あ
る
、
と
い
っ

た
の
で
あ
る
。
告
子
に
お
い
て
、
「
生
れ
つ
き
」
と
「
生
き
る
」
こ
と
と

は
連
続
す
る
一
体
の
事
と
し
て
楽
観
的
に
理
解
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な

く
、
次
元
を
異
に
す
る
事
柄
と
し
て
明
確
に
区
別
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ

は
、
人
と
社
会
が
分
離
さ
れ
、
両
者
の
間
に
何
ら
内
在
的
連
関
は
な
い

こ
と
を
示
し
て
い
る
。
人
は
そ
の
「
生
れ
つ
き
」
だ
け
で
は
現
実
社
会

を
「
生
き
る
」
　
こ
と
は
で
き
な
い
と
、
告
子
は
い
う
の
で
あ
っ
た
。

一
方
「
孟
子
遺
性
善
」
　
(
膝
文
公
上
)
と
批
評
さ
れ
る
よ
う
に
、
性
善

説
の
立
場
を
と
っ
た
孟
子
は
、
ま
ず
、
告
子
が
性
と
義
を
分
け
る
こ
と
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に
対
し
て
、
「
子
能
順
杷
柳
之
性
而
以
鳥
栖
椿
乎
。
婿
娘
賊
杷
柳
而
後
以

鳥
栖
椿
也
。
如
将
賊
斌
杷
柳
而
以
鳥
栖
槍
、
則
亦
将
賊
賊
人
以
烏
仁
義

輿
」
　
(
告
子
上
)
と
、
杷
柳
の
性
に
従
っ
て
踏
絵
を
作
る
の
か
、
そ
れ
と

も
性
を
損
な
っ
て
梧
椿
を
作
る
の
か
と
反
論
し
、
性
に
「
順
っ
て
作
る
」

と
い
う
義
も
ま
た
性
に
異
な
ら
な
い
こ
と
を
説
く
。
ま
た
、
「
仁
内
義
外
」

の
説
に
対
し
て
は
、
「
且
謂
長
者
義
平
、
長
之
者
義
乎
」
　
(
同
上
)
　
と
し

て
、
年
長
者
で
あ
る
と
い
う
客
観
的
事
実
が
義
か
、
そ
れ
と
も
年
長
者

を
敬
う
心
が
義
な
の
か
と
反
論
し
、
仁
と
義
は
と
も
に
性
に
内
在
す
る

も
の
で
あ
る
こ
と
を
説
い
た
。
「
仁
、
人
心
也
。
義
、
人
路
也
。
」
(
同
上
)

に
よ
れ
ば
、
仁
は
人
が
「
生
れ
つ
き
」
備
え
た
心
、
義
は
人
が
「
生
き

る
」
道
で
あ
る
。
従
っ
て
、
孟
子
の
仁
義
を
内
実
と
す
る
性
は
、
人
の

善
な
る
「
生
れ
つ
き
」
を
意
味
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
こ
の
善
な
る
性

を
そ
の
ま
ま
現
実
の
社
会
の
中
で
実
現
し
っ
つ
　
「
生
き
る
」
こ
と
を
も

包
括
し
た
概
念
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

孟
子
は
ま
た
、
「
側
隠
之
心
、
仁
之
端
也
。
羞
悪
之
心
、
義
之
端
也
。

辟
譲
之
心
、
祀
之
端
也
。
是
非
之
心
、
智
之
端
也
。
人
之
有
是
四
端
也
、

猶
其
有
四
健
也
。
凡
有
四
端
於
我
者
、
知
皆
墳
而
充
之
臭
。
若
火
之
始

然
、
泉
之
始
達
。
有
能
充
之
、
足
以
保
四
海
。
苛
不
克
之
、
不
足
以
事

父
母
」
(
公
孫
丑
上
)
と
言
う
。
性
で
あ
る
仁
義
礼
智
は
、
そ
れ
ぞ
れ
・
「
人

に
忍
び
ざ
る
の
心
」
　
の
限
定
形
態
で
あ
る
「
側
隠
・
羞
悪
・
群
議
・
是

非
の
心
」
す
な
わ
ち
四
端
と
し
て
、
現
実
の
「
生
き
る
」
場
で
実
現
さ

れ
、
こ
の
四
端
を
拡
充
し
て
行
け
ば
世
の
中
を
治
め
る
こ
と
が
で
き
る

と
い
う
。
つ
ま
り
、
孟
子
は
、
社
会
を
本
来
善
で
あ
る
性
が
発
現
し
た

四
端
　
(
心
)
　
の
拡
充
と
捉
え
て
い
た
。
だ
か
ら
、
人
は
「
生
れ
つ
き
」

の
ま
ま
に
心
の
拡
充
で
あ
る
世
界
を
「
生
き
る
」
　
こ
と
が
で
き
た
の
で

あ
る
。孟

子
と
は
正
反
対
に
、
萄
子
は
、
「
人
之
性
悪
、
其
善
者
偽
也
」
(
性
悪
)

と
言
う
。
「
好
利
・
疾
悪
・
耳
目
之
欲
好
声
色
」
　
(
同
上
)
　
と
い
っ
た
欲

が
性
に
備
わ
っ
て
お
り
、
そ
れ
ら
が
社
会
的
悪
を
結
果
す
る
と
し
て
、

性
は
悪
、
偽
が
善
だ
と
言
明
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
性
と
偽
の
概
念
を

「
凡
性
者
天
之
就
也
、
不
可
學
、
不
可
事
者
也
。
祀
義
者
、
聖
人
之
所

生
也
、
人
之
所
學
而
能
、
所
事
而
成
者
也
。
不
可
學
、
不
可
事
、
而
在
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人
者
、
謂
之
性
。
可
學
而
能
、
可
事
而
成
之
在
人
者
、
謂
之
償
。
是
性

備
之
分
也
」
　
(
同
上
)
と
厳
密
に
規
定
し
た
。
性
と
は
、
天
に
よ
っ
て
創

造
さ
れ
、
人
の
作
為
実
践
を
超
越
し
た
人
の
「
生
れ
つ
き
」
　
の
こ
と
で

あ
っ
た
。
一
方
偽
は
、
聖
人
の
創
作
し
た
礼
義
を
、
学
ん
で
体
得
し
実

践
し
て
完
成
す
る
と
い
っ
た
、
人
が
社
会
的
実
践
者
と
し
て
「
生
き
る
」

こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。
苛
子
は
、
性
と
偽
を
こ
の
よ
う
な
関
係
で
捉

え
る
こ
と
で
、
「
生
れ
つ
き
」
と
「
生
き
る
」
こ
と
と
を
明
確
に
分
離
し

た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
本
性
で
あ
る
「
生
れ
つ
き
」
　
の
視
点
か
ら

は
、
性
と
偽
は
峻
別
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
実
践
で
あ
る
「
生

き
る
」
と
.
い
う
視
点
か
ら
は
、
性
と
偽
は
相
互
依
存
関
係
に
あ
り
、
そ

の
一
致
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

だ
か
ら
、
苛
子
は
、
「
性
者
本
始
材
朴
也
、
偽
者
文
理
隆
盛
也
。
無
性

則
偽
之
無
所
加
、
無
償
則
性
不
能
日
英
。
性
偽
合
、
然
後
成
聖
人
之
名
、

一
天
下
之
功
、
於
是
就
也
」
　
(
礼
論
)
と
言
う
の
で
あ
る
。
「
本
始
材
朴
」

で
あ
る
性
は
、
ま
だ
加
工
さ
れ
て
い
な
い
白
紙
の
状
態
に
あ
り
、
偽
に

よ
る
働
き
か
け
が
な
け
れ
ば
自
ら
美
に
な
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
「
文
理
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隆
盛
」
　
で
あ
る
偽
は
、
礼
の
実
践
と
し
て
素
晴
ら
し
い
の
で
あ
る
が
、

性
が
な
け
れ
ば
そ
れ
を
加
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
性
と
偽
が
合
致
す

れ
ば
、
人
は
聖
人
に
な
り
、
世
界
は
統
一
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
性
と
偽

が
合
致
す
る
と
は
、
礼
を
実
践
し
て
「
文
理
隆
盛
」
で
あ
る
偽
即
ち
「
生

き
る
」
こ
と
を
通
し
て
、
「
本
始
材
朴
」
で
あ
る
書
き
込
み
可
能
な
白
紙

の
性
即
ち
「
生
れ
つ
き
」
を
美
な
る
も
の
に
分
節
秩
序
化
し
て
ゆ
く
こ
と

を
意
味
し
て
い
る
。
こ
こ
で
、
ア
ク
セ
ン
ト
は
あ
く
ま
で
も
偽
に
置
か

れ
、
「
生
き
る
」
こ
と
の
な
か
で
「
生
れ
つ
き
」
を
変
化
さ
せ
よ
う
と
し

て
い
る
。
こ
れ
は
か
つ
て
仁
内
義
外
を
説
い
て
「
生
れ
つ
き
」
と
「
生

き
る
」
こ
と
を
区
分
し
た
告
子
の
立
場
に
近
く
、
「
生
れ
つ
き
」
を
善
な

る
完
全
な
も
の
と
し
て
、
そ
の
ま
ま
拡
充
す
る
こ
と
が
「
生
き
る
」
こ

と
で
あ
っ
た
孟
子
の
考
え
と
は
、
全
く
好
対
称
を
な
し
て
い
る
。

孟
子
の
性
善
説
・
告
子
の
善
不
善
不
可
分
説
・
苛
子
の
性
悪
説
の
相

違
が
、
三
者
を
取
り
巻
く
時
代
・
社
会
状
況
の
違
い
に
よ
っ
て
齋
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
疑
う
べ
く
も
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で

な
く
、
人
が
生
き
て
ゆ
く
上
で
最
も
身
近
で
現
実
的
な
問
題
で
あ
っ
た
、
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孟
子
の
心
と
気
　
-
　
儒
家
に
お
け
る
身
体
論
序
説
　
-
　
　
(
橋
本
)

心
と
体
を
ど
う
捉
え
る
か
と
い
う
三
者
の
思
索
体
験
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

性
説
の
形
成
に
重
要
な
影
響
を
与
え
た
の
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。

だ
と
す
れ
ば
、
次
に
は
、
孟
子
が
心
と
体
を
ど
う
理
解
し
て
い
た
の
か

が
、
問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(
三
)
　
　
「
気
」
と
　
「
心
」
　
に
つ
い
て

こ
こ
で
は
、
孟
子
の
思
考
の
枠
組
の
中
で
、
気
が
ど
の
よ
う
な
意
味

を
も
っ
て
い
た
の
か
、
ま
た
気
と
心
が
ど
の
よ
う
な
関
係
で
捉
え
ら
れ

て
い
た
の
か
考
察
す
る
の
だ
が
、
孟
子
の
立
場
を
よ
り
一
層
明
確
に
浮

か
び
上
が
ら
せ
る
た
め
に
、
気
と
心
に
つ
い
て
の
孔
子
・
苛
子
・
荘
子

の
思
考
を
も
見
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

論
語
に
見
え
る
気
に
関
す
る
記
述
に
は
、
「
節
気
」
(
泰
伯
)
・
「
屏
気
」
・

「
食
気
」
　
(
郷
賞
)
・
「
血
気
」
　
(
李
氏
)
　
が
あ
り
、
そ
れ
は
話
し
方
・
息

使
い
・
食
欲
・
血
液
と
気
と
い
っ
た
意
味
に
過
ぎ
ず
、
ど
れ
も
人
の
体

に
関
係
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
言
葉
か
ら
、
気
に
関
す
る
思
想

的
意
味
や
、
孔
子
の
特
別
な
思
考
を
兄
い
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

し
か
し
、
孟
子
は
、
気
に
関
す
る
持
論
を
、
自
ら
説
く
「
不
動
心
」

を
告
子
の
そ
れ
と
比
較
す
る
中
で
明
ら
か
に
し
て
い
た
。

告
子
の
不
動
心
と
は
、
「
告
子
日
、
不
得
於
言
、
勿
求
於
心
、
不
得
於

心
、
勿
求
於
気
」
　
(
公
孫
丑
上
)
と
し
て
、
言
葉
で
理
解
で
き
な
い
も
の

を
心
に
求
め
ず
、
心
で
理
解
で
き
な
い
も
の
を
気
に
求
め
な
い
と
言
っ

て
い
る
よ
う
に
、
心
を
動
揺
さ
せ
る
言
と
気
と
か
ら
心
を
分
離
す
る
こ

と
で
あ
っ
た
。

孟
子
は
、
告
子
の
心
と
気
の
分
離
を
一
応
認
め
な
が
ら
も
、
志
(
心
)

と
気
の
密
接
な
相
関
関
係
を
説
く
。
「
夫
志
、
気
之
帥
也
、
気
、
盟
之
充

也
。
夫
志
至
鳶
、
気
次
焉
。
故
日
持
其
志
、
無
暴
其
気
。
既
日
志
至
焉
、

気
次
焉
。
又
日
持
其
志
無
暴
其
気
者
、
何
也
。
日
志
萱
則
動
気
、
気
重

則
動
志
也
。
今
夫
蕨
者
趨
者
、
是
気
也
、
而
反
動
其
心
」
　
(
同
上
)
。
志

は
気
を
統
帥
す
る
も
の
、
気
は
体
は
充
ち
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
志
が

至
れ
ば
気
は
そ
れ
に
従
う
。
だ
か
ら
、
心
が
集
中
し
志
が
専
一
で
あ
れ

ば
気
を
動
か
せ
、
気
が
統
一
さ
れ
て
い
れ
ば
逆
に
志
を
動
揺
さ
せ
る
の
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で
あ
る
。
い
ま
、
気
が
寂
い
た
り
走
り
出
し
た
り
し
て
流
通
の
本
来
の

在
り
方
か
ら
逸
脱
し
完
全
性
を
失
う
こ
と
で
、
反
っ
て
心
を
動
揺
さ
せ

る
の
で
あ
る
。
こ
の
気
が
、
そ
の
ま
ま
人
の
体
を
意
味
す
る
わ
け
で
は

な
い
が
、
体
に
充
ち
て
い
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
心
と
い
う
よ
り
は
む

し
ろ
身
体
的
な
も
の
を
指
し
て
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
孟
子

は
志
と
い
う
心
的
な
も
の
と
、
気
と
い
う
身
体
的
な
も
の
と
が
相
互
依

存
関
係
に
あ
る
と
理
解
す
る
こ
と
で
、
人
を
、
心
と
気
　
(
体
)
　
と
を
備

え
た
全
体
的
存
在
と
し
て
捉
え
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
n
ソ
人
は
心
と
体
の

統
一
体
に
外
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
は
か
ら

ず
も
、
孟
子
の
思
考
に
お
い
て
、
既
に
心
と
体
の
分
離
が
進
ん
で
い
た

と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
だ
か
ら
、
「
我
善
養
吾
浩
然
之
気
」
(
同

上
)
　
と
、
志
に
よ
っ
て
気
を
養
い
導
き
統
合
し
て
ゆ
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
浩
然
の
気
と
は
何
か
。
孟
子
は
言
う
、
「
日
、

難
言
也
。
其
鳥
気
也
、
至
大
至
剛
、
以
直
養
而
無
害
、
則
塞
干
天
地
之

間
。
其
鵠
気
也
、
配
義
輿
道
、
無
是
餃
也
」
　
(
同
上
)
と
。
言
語
化
す
る

の
は
難
し
い
と
言
い
な
が
ら
も
、
こ
の
浩
然
之
気
は
、
至
っ
て
大
き
く

孟
子
の
心
と
気
　
-
　
儒
家
に
お
け
る
身
体
論
序
説
　
-
　
　
(
橋
本
)

至
っ
て
剛
な
る
も
の
で
あ
り
、
直
す
な
わ
ち
自
ら
省
み
て
縮
で
あ
る
こ

と
、
つ
ま
り
こ
の
文
脈
か
ら
す
れ
ば
志
を
専
一
に
す
る
こ
と
、
で
養
っ

て
ゆ
き
損
な
わ
な
け
れ
ば
、
天
地
の
間
に
充
ち
充
ち
る
の
で
あ
る
、
と

説
く
。
更
に
、
こ
の
よ
う
な
気
は
義
と
道
と
に
合
致
し
、
こ
の
義
と
道

と
が
無
け
れ
ば
飢
え
て
萎
ん
で
し
ま
う
と
い
う
。

気
が
、
人
の
性
で
あ
る
義
や
、
朱
子
に
よ
っ
て
「
道
者
、
天
理
之
自
然
」

(
同
上
集
注
)
　
と
理
解
さ
れ
た
人
と
宇
宙
を
賢
く
真
理
で
あ
る
道
に
合

致
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
気
と
い
う
身
体
的
な
も
の
が
、
心
に
よ
っ
て

養
わ
れ
る
こ
と
で
、
人
の
性
の
ま
ま
に
人
と
連
続
し
た
も
の
と
し
て
心

的
に
捉
え
ら
れ
た
天
地
に
充
ち
、
天
地
と
一
体
に
な
る
こ
と
を
意
味
し

て
い
た
。
つ
ま
り
、
心
を
専
一
に
す
る
こ
と
で
気
を
充
た
し
て
ゆ
き
、

心
身
を
統
一
す
る
こ
と
が
、
そ
の
ま
ま
、
気
が
天
地
に
充
ち
そ
の
義
と

道
と
に
合
致
し
世
界
が
調
和
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

心
と
体
の
関
係
を
思
索
し
て
い
た
孟
子
は
、
心
と
体
は
一
体
不
可
分

の
密
接
な
関
係
に
あ
り
、
四
端
が
拡
充
し
浩
然
の
気
が
充
ち
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
人
は
心
と
体
と
い
う
存
在
の
す
べ
て
を
通
し
て
、
天
地
に
回
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孟
子
の
心
と
気
　
-
　
儒
家
に
お
け
る
身
体
論
序
説
　
-
　
　
(
橋
本
)

帰
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
確
信
し
た
。
孟
子
は
、
人
に
お
け
る
心

と
気
つ
ま
り
心
的
な
も
の
と
身
体
的
な
も
の
と
を
、
一
応
異
な
る
概
念

で
あ
る
と
し
な
が
ら
、
心
に
よ
っ
て
そ
れ
ら
を
統
一
す
る
こ
と
を
考
え

て
い
た
の
で
あ
る
。
孟
子
の
志
向
す
る
と
こ
ろ
は
、
性
善
で
あ
る
「
生

れ
つ
き
」
　
の
ま
ま
に
「
生
き
る
」
　
こ
と
を
通
し
て
天
地
と
一
体
に
な
る

こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
根
底
に
は
、
心
身
一
元
の
人
間
観
と

世
界
は
人
と
同
じ
構
造
で
あ
る
と
す
る
世
界
観
と
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

萄
子
は
、
「
水
火
有
気
而
無
生
、
草
木
有
生
而
無
知
、
禽
獣
有
知
而
無

義
。
人
有
気
有
生
有
知
、
亦
且
有
義
、
故
最
烏
天
下
貴
也
」
　
(
王
制
)
と

し
て
、
水
火
は
気
が
あ
る
だ
け
で
、
草
木
に
は
気
と
生
命
が
あ
り
、
禽

獣
に
は
気
と
生
命
と
知
覚
が
あ
り
、
人
に
は
気
と
生
命
と
知
覚
と
道
義

が
あ
る
と
説
き
、
心
を
持
た
な
い
水
火
・
草
木
・
禽
獣
と
心
を
持
つ
人

と
を
、
道
義
を
根
拠
に
明
確
に
区
分
し
た
。
こ
の
義
が
心
的
な
も
の
で

あ
り
、
知
・
生
・
気
が
と
も
に
体
に
根
拠
を
持
つ
身
体
的
な
も
の
で
あ

る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
特
に
、
心
的
な
も
の
か
ら
最
も
掛
け
離
れ

た
気
は
、
人
に
即
し
て
「
以
治
気
養
生
、
則
後
彰
祖
」
　
(
脩
身
)
・
「
凡
治

気
養
心
之
術
、
莫
径
由
祀
」
　
(
脩
身
)
と
し
て
、
気
を
治
め
生
を
養
え
ば

彰
祖
よ
り
も
長
生
き
し
、
礼
に
よ
っ
て
気
を
治
め
心
を
養
う
の
で
あ
る

と
説
か
れ
る
。
生
命
や
心
を
養
う
こ
と
の
根
本
に
、
万
物
に
共
通
の
最

も
基
本
的
構
成
要
素
と
さ
れ
る
気
を
養
う
こ
と
が
、
大
前
提
と
し
て
あ
っ

た
。
人
に
即
し
て
い
え
ば
、
気
と
は
、
そ
の
体
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
っ

た
こ
と
が
解
る
。

有
子
に
お
い
て
、
身
体
的
に
理
解
さ
れ
た
気
は
、
性
と
偽
の
点
か
ら

言
え
ば
、
「
生
れ
つ
き
」
と
し
て
万
物
を
構
成
す
る
性
で
あ
る
。
従
っ
て
、

そ
れ
は
前
章
で
論
じ
た
よ
う
に
、
人
の
作
為
で
あ
る
偽
す
な
わ
ち
礼
を

実
践
し
な
が
ら
「
生
き
る
」
な
か
で
、
美
な
る
も
の
に
分
節
さ
れ
秩
序

化
さ
れ
る
対
象
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
礼
の
実
践
者
た
る
主
体
と
は
明

確
に
分
離
し
て
捉
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
主
体
と
は
、
「
心
者
形
之

君
也
。
而
神
明
之
主
也
。
出
令
而
無
所
受
令
。
自
禁
也
、
自
便
也
、
自

奪
也
、
自
取
也
、
自
行
也
、
自
止
也
」
　
(
解
蔽
)
　
と
説
か
れ
る
よ
う
に
、

形
す
な
わ
ち
体
の
君
で
あ
り
、
命
令
を
出
す
の
み
で
受
け
る
こ
と
な
く

自
ら
す
べ
て
を
主
宰
す
る
心
を
い
う
。
悪
な
る
性
を
治
め
て
美
な
る
も
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の
に
転
換
せ
し
め
る
主
宰
者
と
は
、
正
し
く
こ
の
心
で
あ
る
。
人
は
、

礼
を
実
践
し
な
が
ら
「
生
き
る
」
主
体
で
あ
る
心
の
善
と
、
そ
れ
に
よ
っ

て
治
め
ら
れ
分
節
さ
れ
る
対
象
で
あ
る
「
生
れ
つ
き
」
　
の
性
即
ち
気
の

悪
と
に
引
き
裂
か
れ
て
い
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
聖
人
に
よ
っ
て
定
め
ら

れ
た
外
在
的
な
礼
に
よ
る
統
制
が
必
要
不
可
欠
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
苛

子
は
、
善
悪
を
合
わ
せ
持
っ
た
心
身
二
元
的
存
在
と
し
て
人
間
を
捉
え

て
い
た
の
で
あ
る
。

次
に
、
「
全
生
保
身
」
　
(
養
生
主
)
　
を
説
く
荘
子
の
気
と
心
に
つ
い
て

見
て
ゆ
こ
う
。
「
人
之
生
、
気
之
衆
也
。
衆
則
烏
生
、
散
則
烏
死
。
(
中

略
)
故
日
、
通
天
下
一
気
耳
」
　
(
知
北
遊
)
と
、
荘
子
は
、
人
の
生
死
を

気
の
衆
散
で
説
き
、
人
は
気
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
て
い
る
と
す
る
が
、

世
界
も
ま
た
こ
の
一
気
に
よ
っ
て
貫
か
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
た
。
ま
た

荘
子
は
説
く
。
「
察
其
始
而
本
無
生
。
非
徒
無
生
也
。
而
本
無
形
。
非
徒

無
形
也
。
而
本
無
気
雑
乎
茫
易
之
間
、
欒
而
有
気
。
気
欒
而
有
形
。
形

欒
而
有
生
。
今
又
欒
而
之
死
。
是
相
輿
焉
春
夏
秋
冬
四
時
行
也
」
(
至
楽
)
。

こ
の
「
茫
・
易
之
間
」
と
は
、
「
茫
乎
萄
乎
、
而
無
従
出
乎
。
茫
乎
萄
乎

孟
子
の
心
と
気
　
-
　
儒
家
に
お
け
る
身
体
論
序
説
　
-
　
　
(
橋
本
)

而
無
有
象
乎
」
　
(
同
上
)
と
説
か
れ
て
い
た
よ
う
に
、
ぼ
ん
や
り
と
し
て

つ
か
み
所
が
な
い
秩
序
化
さ
れ
る
以
前
の
無
秩
序
を
い
っ
た
も
の
で
あ

り
、
そ
れ
は
そ
の
ま
ま
混
沌
を
意
味
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
こ
こ
で
は
、

「
(
混
沌
)
1
気
1
形
1
生
1
死
(
混
沌
)
」
と
い
う
循
環
(
サ
イ
ク
ル
)

が
説
か
れ
て
は
い
る
が
、
こ
れ
は
、
流
通
し
て
い
る
一
気
の
変
化
の
位

相
を
捉
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
言
葉
で
表
現
し
た
も
の
で
あ
る
。
気
は
形
(
体
)

を
形
成
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
存
在
の
根
源
で
あ
る
「
混
沌
」
　
へ
通
じ

る
た
め
に
開
か
れ
た
唯
一
の
回
路
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
、
こ
の
気
の
流

通
す
る
サ
イ
ク
ル
は
、
人
に
限
定
さ
れ
ず
、
春
夏
秋
冬
と
い
う
四
季
の

巡
り
と
全
く
同
じ
も
の
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
気
と
い
う
身
体
的
な
も

の
を
媒
介
と
し
て
、
人
と
天
地
万
物
と
が
一
体
で
あ
る
こ
と
が
明
示
さ

れ
て
い
る
。
人
は
、
こ
の
気
を
通
し
て
の
み
天
地
万
物
と
一
体
化
す
る

こ
と
が
で
き
、
存
在
の
根
源
で
あ
る
混
沌
と
一
つ
に
な
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
「
心
齋
」
が
、
顔
回
と
仲
尼
の
会
話
を
か
り
て
説
か
れ
て
い
た
。

「
回
目
、
散
開
心
齋
。
仲
尼
日
、
若
一
志
、
無
聴
之
以
耳
、
而
鞋
之
以
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心
。
無
鞋
之
以
心
、
而
鞋
之
以
気
。
聴
止
於
耳
、
心
止
於
符
。
気
也
者
、

虚
而
得
物
者
也
。
唯
道
集
虚
。
虚
者
心
齋
也
」
　
(
人
間
世
篇
)
。
志
を
一

つ
に
し
、
感
覚
器
官
で
あ
る
耳
で
聞
か
ず
に
心
で
聞
き
、
心
で
開
か
ず

に
気
で
聞
き
な
さ
い
。
耳
は
音
を
聞
く
だ
け
だ
し
、
心
は
認
識
す
る
だ

け
だ
。
気
は
虚
で
ど
ん
な
物
も
受
け
入
れ
、
真
の
道
は
こ
の
虚
に
だ
け

集
ま
っ
て
来
る
。
虚
こ
そ
心
齋
な
の
だ
、
と
い
う
。
心
で
は
な
く
気
に

お
い
て
自
ら
を
統
合
す
る
こ
と
で
、
人
は
道
と
い
う
存
在
の
根
源
を
聞

く
、
す
な
わ
ち
一
体
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
、
心
的
な
束
縛

か
ら
自
己
を
解
放
し
、
気
を
通
し
て
身
体
的
存
在
に
成
り
切
る
こ
と
で
、

気
に
よ
っ
て
貫
か
れ
た
存
在
の
根
源
で
あ
る
道
に
回
帰
し
て
行
く
こ
と

を
意
味
し
て
い
る
。
「
心
齋
」
・
「
坐
忘
」
　
(
大
宗
師
篇
)
　
と
は
、
己
の
心

を
忘
れ
、
体
そ
の
も
の
に
成
り
切
る
こ
と
で
道
と
一
体
に
な
る
、
身
体

の
工
夫
に
つ
い
て
い
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
荘
子
の
捉
え
た
人
と
は
、

気
(
身
体
)
・
心
両
面
を
備
え
て
い
る
も
の
の
、
世
俗
的
認
識
で
あ
る
心

で
は
な
く
、
気
(
体
)
　
に
お
い
て
の
み
真
に
自
己
を
統
合
し
中
心
化
し

て
存
在
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り

荘
子
は
、
孟
子
の
心
身
の
相
関
に
よ
る
心
身
一
元
的
人
間
観
と
も
、
ま

た
苛
子
の
心
身
を
主
客
に
分
離
し
た
心
身
二
元
的
人
間
観
と
も
異
な
り
、

心
を
捨
て
気
　
(
身
)
　
に
成
り
切
り
、
そ
こ
に
自
己
を
統
合
す
る
、
い
わ

ば
身
一
元
的
人
間
観
を
展
開
し
た
の
で
あ
る
。

(
四
)
　
孟
子
心
身
一
元
論
の
意
味

孟
子
は
、
告
子
の
不
動
心
に
つ
い
て
、
「
不
得
於
心
、
勿
求
於
気
、
可
、

不
得
於
言
、
勿
求
於
心
、
不
可
」
　
(
公
孫
丑
上
)
と
言
い
、
心
と
気
と
を

分
離
し
て
考
え
る
こ
と
は
肯
定
す
る
け
れ
ど
も
、
言
葉
と
心
を
分
離
す

る
こ
と
は
否
定
し
て
い
た
。
前
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
気
が
心
を
動
揺

さ
せ
る
場
合
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
心
気
の
分
離
は
一
応
肯
定
で
き
る
。

で
は
、
言
葉
と
心
の
場
合
は
、
何
故
分
離
で
き
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
孟

子
は
自
ら
を
「
知
言
」
者
と
言
い
、
「
破
察
知
其
所
蔽
、
淫
辟
知
其
所
陥
、

邪
辟
知
其
所
離
、
遁
辞
知
其
所
窮
」
(
同
上
)
　
と
し
て
、
言
葉
は
心
そ

の
ま
ま
の
表
現
で
あ
り
、
心
が
「
蔽
・
陥
・
離
・
窮
」
の
時
は
、
そ
れ
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ぞ
れ
「
諏
蔚
・
淫
辞
・
邪
詐
・
遁
辞
」
と
い
っ
た
言
葉
に
表
現
さ
れ
る

と
説
く
。
孟
子
の
「
知
言
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
心
理
状
態
の
下
に
言

葉
が
発
せ
ら
れ
て
い
る
か
を
知
る
こ
と
、
つ
ま
り
言
葉
を
通
し
て
心
を

読
む
こ
と
に
外
な
ら
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
、
「
註
解
・
淫
軒
・
邪
軒
・
遁

辞
」
が
発
せ
ら
れ
る
と
き
は
、
そ
の
心
が
良
く
な
い
ば
か
り
か
、
行
い

や
政
治
に
弊
害
を
及
ぼ
す
の
で
あ
る
、
と
言
う
。
孟
子
は
、
不
忍
人
之

心
を
憶
隠
之
心
=
仁
・
羞
悪
之
心
=
義
・
群
議
之
心
=
礼
・
是
非
之
心

=
智
と
い
っ
た
言
葉
で
表
現
し
て
い
た
。
こ
れ
は
、
人
の
心
が
仁
義
礼

智
と
い
っ
た
言
葉
に
よ
っ
て
倫
理
的
に
分
節
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
し

て
こ
れ
ら
の
言
葉
を
通
し
て
そ
の
心
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
と
い

う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

孟
子
は
、
「
生
於
其
心
、
害
於
其
政
、
杏
於
其
政
、
害
於
其
事
」
　
(
同

上
)
　
と
、
「
蔽
・
陥
・
離
・
窮
」
が
心
に
生
じ
「
諏
爵
・
淫
辞
・
邪
辞
・

遁
辞
」
が
発
せ
ら
れ
る
と
、
政
事
を
害
す
る
と
言
う
。
「
父
子
有
親
、
君

臣
有
義
、
夫
婦
有
別
、
長
幼
有
序
、
朋
友
有
信
」
　
(
膵
文
公
上
)
と
あ
る

よ
う
に
、
社
会
と
は
、
「
父
子
、
君
臣
・
夫
婦
・
長
幼
・
朋
友
」
と
い
っ

孟
子
の
心
と
気
　
-
　
儒
家
に
お
け
る
身
体
論
序
説
　
-
　
　
(
橋
本
)

た
関
係
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
、
「
親
・
義
・
別
・
序
・
信
」
と
い
っ
た
言

葉
に
よ
っ
て
倫
理
的
に
分
節
さ
れ
た
世
界
で
あ
っ
た
。
孟
子
の
▼
説
く
「
言
」

と
は
、
心
を
そ
の
ま
ま
表
現
し
分
節
す
る
に
止
ま
ら
ず
、
人
と
人
・
人

と
物
と
の
関
係
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
社
会
を
維
持
し
自
己
と
他
者
を

分
節
し
て
ゆ
く
シ
ス
テ
ム
で
も
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
心
と
言
葉
と
社
会

が
分
離
不
可
能
な
緊
密
な
関
係
に
あ
る
こ
と
を
、
つ
ま
り
、
心
の
表
象

に
外
な
ら
な
い
言
葉
に
よ
っ
て
、
心
と
社
会
と
が
同
様
に
倫
理
的
に
分

節
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
孟
子
は
、
「
不
得

於
言
、
勿
求
於
心
」
と
い
う
考
え
を
否
定
し
た
の
で
あ
る
。
気
と
心
は

別
の
概
念
で
あ
る
と
し
な
が
ら
も
、
気
と
心
の
相
関
関
係
を
説
い
た
孟

子
は
、
心
身
が
一
体
で
あ
る
こ
と
に
自
己
の
本
来
の
在
り
方
を
兄
い
だ

す
こ
と
で
、
天
地
・
社
会
つ
ま
り
世
界
を
、
自
己
の
心
身
を
中
心
と
し
、

そ
の
拡
充
充
満
で
あ
る
同
心
円
で
捉
え
て
い
た
。
孟
子
に
お
い
て
、
世

界
は
、
人
の
心
身
が
そ
の
ま
ま
拡
大
し
た
も
の
と
い
う
、
心
身
的
世
界

な
の
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
孟
子
は
、
「
自
得
」
(
離
婁
下
)
・
「
日
成
」
(
公
孫
丑
上
)
・
「
自
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姜
」
・
「
自
棄
」
(
監
婁
上
)
　
と
い
う
よ
う
に
、
「
自
」
す
な
わ
ち
人
の
主

体
性
を
重
視
し
、
す
べ
て
の
こ
と
を
、
自
己
の
責
任
に
お
い
て
受
け
止

め
る
こ
と
を
強
調
し
た
。
こ
れ
は
、
「
良
知
」
・
「
良
能
」
(
遠
心
上
)
・
「
本

心
」
・
「
良
心
」
　
(
告
子
上
)
・
「
恒
心
」
(
梁
恵
王
上
)
　
な
ど
の
言
葉
か
ら

も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
孟
子
が
自
己
の
心
を
常
に
気
に
掛
け
、
自
己
の

心
に
絶
対
の
信
頼
を
お
い
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
説
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
、
彼
の
思
索
の
根
幹
に
触
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

孟
子
は
ま
た
、
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
た
。
「
耳
目
之
官
、
不
思
而
蔽

於
物
、
物
交
物
、
則
引
之
而
巳
臭
。
心
之
官
則
思
、
思
則
得
之
、
不
思

則
不
得
也
。
此
天
之
所
輿
我
者
、
先
立
乎
其
大
者
、
則
其
小
者
弗
能
奪

也
」
　
(
告
子
上
)
。
耳
目
は
外
物
に
覆
わ
れ
る
が
、
心
に
は
思
考
能
力
が

あ
る
。
こ
の
大
な
る
も
の
で
あ
る
心
は
、
「
思
う
」
と
い
う
一
点
に
お
い

て
、
目
や
耳
と
い
っ
た
物
に
動
揺
さ
せ
ら
れ
る
感
覚
器
官
と
は
、
明
確

に
区
別
さ
れ
て
い
た
。
で
は
一
体
、
こ
の
心
は
、
思
う
こ
と
に
よ
っ
て

何
を
得
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
孟
子
は
、
「
居
下
位
而
不
獲
於
上
、
民
不
可

得
而
治
也
。
獲
於
上
有
道
、
不
信
於
友
、
弗
獲
於
上
臭
。
信
於
友
有
道
、

事
親
弗
悦
、
弗
信
於
友
臭
。
悦
親
有
道
、
反
身
不
誠
、
不
悦
於
親
臭
。

誠
身
有
遺
、
不
明
乎
善
、
不
誠
其
身
臭
。
是
故
誠
者
、
天
之
道
也
、
思

誠
者
、
人
之
遺
也
。
至
誠
而
不
動
者
、
未
之
有
也
。
不
誠
、
未
有
能
動

者
也
」
　
(
郡
安
上
)
と
言
う
。
君
主
の
信
任
を
得
る
た
め
に
は
、
ま
ず
友

か
ら
信
頼
さ
れ
る
こ
と
が
、
そ
の
友
か
ら
信
頼
さ
れ
る
に
は
、
自
ら
の

両
親
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
こ
と
が
、
そ
の
両
親
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
に

は
、
我
身
に
省
み
て
誠
で
あ
る
こ
と
が
、
こ
の
我
身
が
誠
で
あ
る
た
め

に
は
、
自
己
の
本
性
が
善
で
あ
る
こ
と
を
は
っ
き
り
知
っ
て
い
る
こ
と

が
前
提
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
誠
が
天
の
道
で
あ
り
、
そ
の
誠
を
思
い
な

が
ら
、
つ
ま
り
性
善
で
あ
る
こ
と
を
信
じ
切
っ
て
、
誠
で
あ
る
善
な
る

本
性
の
ま
ま
に
生
き
て
ゆ
く
こ
と
が
、
人
の
遣
な
の
で
あ
る
。
至
誠
で

あ
れ
ば
天
下
の
者
は
皆
感
動
す
る
が
、
誠
で
な
け
れ
ば
誰
も
感
動
さ
せ

る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
考
え
は
、
心
を
中
心
に
し
て
両

親
(
家
族
)
1
友
1
君
主
へ
と
そ
の
半
径
を
延
ば
し
て
ゆ
く
同
心
円
的

世
界
観
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
心
が
思
う
も
の
は
、
誠
つ
ま
り
天
に

与
え
ら
れ
た
自
己
の
性
が
善
で
あ
る
と
い
う
こ
と
以
外
の
何
も
の
で
も
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な
い
。
自
ら
に
本
来
備
わ
っ
て
い
る
善
な
る
性
の
内
面
に
向
か
っ
て
自

己
を
統
合
し
て
ゆ
く
こ
と
、
そ
れ
が
、
「
學
間
之
道
無
他
、
求
其
放
心
而

巳
臭
」
　
(
告
子
上
)
と
言
わ
れ
て
い
た
よ
う
に
、
放
心
を
求
め
る
こ
と
に

外
な
ら
な
い
。
「
自
」
を
説
く
こ
と
は
、
自
己
の
心
に
お
い
て
天
与
の
性

を
絶
対
的
に
肯
定
し
受
け
止
め
る
こ
と
、
つ
ま
り
、
自
己
を
そ
の
性
・

心
に
お
い
て
求
心
的
に
統
合
し
、
更
に
そ
の
存
在
の
根
源
で
あ
る
天
へ

回
帰
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
自
己
の
統
合
・
中
心
化
を
意
味
し
て
い
た

の
で
あ
る
。
し
か
し
、
「
萬
物
皆
備
於
我
臭
」
　
(
轟
心
上
)
　
と
も
言
わ
れ

て
い
た
よ
う
に
、
孟
子
の
世
界
が
自
己
の
心
身
の
拡
充
・
延
長
で
あ
っ

た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
「
君
臣
・
父
子
・
長
幼
・
男
女
・
朋
友
」
と
い
っ

た
、
他
者
と
の
関
係
の
網
の
目
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
現
実
社
会
を
「
生

き
る
」
こ
と
に
お
い
て
、
統
合
さ
れ
た
自
己
を
関
係
の
変
化
と
共
に
遠

心
的
に
拡
充
し
て
ゆ
く
こ
と
、
す
な
わ
ち
脱
統
合
・
脱
中
心
化
を
も
意

味
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
孟
子
の
説
く
「
自
」
　
に
は
、
自
己

に
向
か
っ
て
中
心
化
す
る
「
み
ず
か
ら
」
と
、
自
己
の
拡
充
で
あ
る
開

か
れ
た
世
界
に
向
か
っ
て
脱
中
心
化
す
る
「
お
の
ず
か
ら
」
と
の
二
つ
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の
深
遠
な
意
味
が
内
包
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
孟

子
に
お
い
て
「
生
き
る
」
と
は
、
自
己
の
中
心
化
と
脱
中
心
化
の
運
動

で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

孟
子
が
心
を
説
き
「
自
」
を
説
き
得
た
の
は
、
人
の
存
在
は
、
天
と

連
続
す
る
も
の
で
あ
り
、
天
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
守
ら
れ
て
い
る
と
い

う
、
人
と
天
と
に
対
す
る
絶
対
肯
定
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
孟
子
は
、

心
身
の
拡
充
・
延
長
と
し
て
身
体
的
に
捉
え
た
現
実
世
界
を
、
生
の
場

と
し
て
全
肯
定
し
た
。
そ
し
て
、
善
な
る
性
と
し
て
自
己
に
備
わ
っ
て

い
る
天
を
、
人
自
ら
が
「
生
き
る
」
こ
と
を
通
し
て
全
面
的
に
受
け
入

れ
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
「
生
れ
つ
き
」
　
の
ま
ま
に
「
生
き
る
」
と
い
う

「
性
善
説
」
を
説
い
た
。
こ
こ
に
は
、
心
に
お
い
て
は
善
な
る
性
と
し

て
体
に
お
い
て
は
浩
然
之
気
と
し
て
、
人
は
心
身
と
も
に
天
を
体
現
し

天
と
一
体
で
あ
る
と
い
う
心
身
一
元
論
的
思
考
が
展
開
さ
れ
て
い
た
の

で
あ
る
。
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)

(
五
)
　
終
わ
り
に

程
明
道
・
王
陽
明
な
ど
、
宋
明
時
代
の
儒
家
の
心
と
体
に
関
す
る
思

索
を
読
み
解
く
た
め
に
、
孟
子
の
身
体
論
を
、
性
と
心
と
気
を
手
掛
か

り
に
し
て
、
苛
子
・
荘
子
な
ど
と
比
較
し
な
が
ら
考
察
し
た
。
孟
子
は
、

単
に
人
の
「
生
れ
つ
き
」
を
善
と
規
定
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
心
身
の

拡
充
・
延
長
で
あ
る
現
実
世
界
を
、
そ
の
善
な
る
「
生
れ
つ
き
」
の
ま

ま
に
「
生
き
る
」
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
「
性
善
説
」
を
唱
え
た
。

ま
た
、
天
に
根
源
を
も
ち
一
体
不
可
分
な
心
と
体
の
両
方
を
通
し
て
、

天
に
回
帰
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
心
身
一
元
論
を
展
開
し
た
。
こ

の
孟
子
の
思
索
の
根
底
に
は
、
天
と
人
間
存
在
に
対
す
る
絶
対
肯
定
が

あ
っ
た
の
で
あ
る
。

有
子
は
、
主
体
で
あ
る
心
が
礼
を
実
践
し
な
が
ら
「
生
き
る
」
こ
と

を
偽
、
気
と
し
て
身
体
的
に
捉
え
ら
れ
た
「
本
始
材
朴
」
　
で
あ
る
「
生

れ
つ
き
」
を
性
と
説
い
た
。
だ
か
ら
、
人
は
心
に
よ
っ
て
「
生
き
る
」

こ
と
を
通
し
て
、
身
体
的
「
生
れ
つ
き
」
を
美
な
る
も
の
に
変
え
て
ゆ

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
、
心
と
体
を
主
客
に
区
分
す
る
心
身

二
元
論
で
あ
っ
た
。
つ
ま
n
ソ
、
有
子
は
、
天
と
人
間
存
在
を
絶
対
肯
定

す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

荘
子
は
、
心
よ
り
も
、
生
死
を
支
配
し
体
を
構
成
す
る
気
に
重
要
性

を
認
め
、
心
の
認
識
能
力
を
捨
て
去
る
こ
と
で
気
で
あ
る
体
そ
の
も
の

と
な
り
、
存
在
の
根
源
で
あ
る
道
に
同
一
化
し
よ
う
と
し
た
。
つ
ま
り
、

心
の
脱
落
し
た
身
一
元
論
を
説
い
た
の
で
あ
る
。
荘
子
は
、
天
す
な
わ

ち
道
を
絶
対
肯
定
し
た
が
、
心
を
も
備
え
る
人
間
存
在
を
絶
対
肯
定
す

る
こ
と
は
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
、
孟
子
と
苛
子
・
荘
子
そ
れ
ぞ
れ
の
、
心
と
体
に
関
す
る
思

索
の
特
色
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
人
の
体
に

比
定
さ
れ
、
身
体
性
を
強
く
備
え
た
も
の
で
あ
っ
た
気
は
、
や
が
て
、

思
想
的
に
展
開
し
、
そ
の
意
味
内
容
を
充
実
し
て
ゆ
く
。
秦
漠
の
　
r
推

南
子
守
『
易
」
な
ど
に
お
い
て
、
一
段
と
気
の
思
索
は
深
ま
り
、
更
に

宋
明
時
代
の
儒
家
の
心
と
気
に
関
す
る
主
体
的
思
索
と
し
て
開
花
す
る
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で
あ
る
。

(
広
島
大
学
大
学
院
博
士
課
程
後
期
)

孟
子
の
心
と
気
　
-
　
儒
家
に
お
け
る
身
体
論
序
説
-
-
　
(
橋
本
)
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ignoring the relation of a judgment to the actual situation, the latter claiming the

impossiblity of a rational judgment.

,A new approach has been taken in the 1950's. StToulmin has proposed the

method of Reasoning. He has seriously questioned the traditional assumptions in

philosophy. One assumption is the sharp distinction of fact and value; the other is

the claim that value is not deducible from fact.

The Influence of Daibiku-Sanzen-ligi upon Dogen

Yoshihide Takeuchi

From old times, in the Soto sect of Zen Buddhism, strict discipline has been

observed.

Dogen, the founder of the Soto sect, often gave advices to his disciples about the

manners in his works. He tried to be faithful to Buddha's teachings, so his thought

about manners followed Indian Buddhist rules of Vinaya.
Especially he gave the authority to Daibiku-Sanzen-ligi (^itfrH^fSSH) and

frequently quoted the passages from it. Probably he was drawn by its substance

that was compact and to the point.

The thought of Xin (/£,-) and Qi (SO on Mengzi (S;^).

An introduction to monism of a mind and body on Confucianist.

Keiji Hashimoto

Mengzi (:£å ?) regarded Xing (ft) as perfect and sole reality. This thought

means to unify man's naturality and existence.

And, he asserted that the essence of a man is man's Xin (/[>). But, the meaning

of that is based on the thought of Tian (5c). On the other side, he makes much

of Haoran-zhi-qi (¥n$&£.%). It Qi (fv) is pass through man's body and the

Cosmos. The reasonabuly, man is able to return to Tian (^) through the Haoran

-zhi-qi (iaift'Z.%).Man's mind and body are based on Tian (5^). So, he thinks

man is a creature that a mind and a body are unified.

Zhu XT (SfcJS) 's view on the monarch in "Wu-shen Feng-shT OJc$l£$)"

Toshihiro Hayasaka

"Wu-shen Feng-sh! (XS^iifV) "is the most famous and important memorial
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